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１．あなたの所属に〇をつけてください 
 

教員 ・ １年生 ・ ２年生 ・ ３年生 
 
２．事業の改善点、山陰ジオパークを題材とした研修で行ってほしいことなどを教えてください

（自由記述）。 
 
 
 

 
３．次の自己評価表に【Ａ．充分に到達した Ｂ．到達した Ｃ．到達しなかった（できなかっ

た）】のどれかでお答えください。自由記述欄は書きやすいところのみでかまいません。 
 質   問 自己評価 その理由（自由記述） 

参 
 

画 

自分の課題を持ち、その課題解決のために自分
で、インターネット等で事前に情報収集した。 

 

Ａ・Ｂ・Ｃ 

 

積極的に質問し、自分の課題解決を試みた。 

 

 

Ａ・Ｂ・Ｃ 

 

講師や他の参加者と話し合い、課題解決につなげ
られた。 

 

Ａ・Ｂ・Ｃ 

 

活
動
に
お
け
る
文
脈
知 

フィールドワークを通して事前に調べてきたこ
ととの違いを発見したり驚きや自身のこれまで
のやり方との違いなどを感じたりすることがで
きた。 

（「えっどうして？」などの感情の動き） 

Ａ・Ｂ・Ｃ 

 

フィールドワークを通して新たな発見や変化に
つなげることができた。 

（「そういうことだったのか」「こうすればよい
のか」などの気づき） 

Ａ・Ｂ・Ｃ 

 

関 

係 

性 

フィールドワーク参加者として、学びあう集団の
一員として他の参加者と積極的にかかわること
ができた。 

Ａ・Ｂ・Ｃ 

 

他の参加者や講師のアドヴァイスを自分の課題
の追求に役立てることができた。 

 

Ａ・Ｂ・Ｃ 

 

学
習
経
験
の
転
移 

フィールドワークで見つけた課題の中で、研修後
も自分で追求できることがあることを発見した。 

 

Ａ・Ｂ・Ｃ 

 

フィールドワークで見つけた課題の中で、自身の
課題との共通点を発見した。 

 

Ａ・Ｂ・Ｃ 

 

この研修は、今後の学習活動に活かすことができ
るものであった。 

 

Ａ・Ｂ・Ｃ 

 

ご協力ありがとうございました。来年度の事業に活かしたいと思います。 

 


